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(57)【要約】
【課題】人の在室時間を反映した快適な空調を実現する
空気調和機を提供する。
【解決手段】在室者の在室時間の更新を続ける（ステッ
プＳ１５）。在室時間が所定値Ｔ２以上となったときは
（ステップＳ１７のＹｅｓ）、空気調和機の風量を低下
する（ステップＳ１８）。在室時間が所定値Ｔ２（＞Ｔ
３）以上となったときは（ステップＳ１９のＹｅｓ）、
空気調和機の設定温度を変更する（ステップＳ２０）。
すなわち、冷房は高くし、暖房は低くする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　風を吹き出す室内機と、
　人を検知する人検知部と、
　前記人検知部で検知した人が部屋に在室した時間を判定する在室時間判定部と、
　前記在室時間判定部で判定した在室時間に基づいて、前記風の風向き、風量、又は設定
温度のいずれか１つ以上を変更する制御を行う空調制御部とを備えることを特徴とする空
気調和機。
【請求項２】
　前記人検知部が人を検知しなくなってから再び検知するまでの時間を判定する第１の時
間判定部を備え、
　前記在室時間判定部は、前記第１の時間判定部が判定した第１の時間が第２の時間を下
回るときは、前記第１の時間も含めて前記在室時間を更新することを特徴とする請求項１
に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記人の活動量を判定する活動量判定部とを備え、
　前記在室時間判定部は、前記活動量に応じて前記在室時間を更新することを特徴とする
請求項１又は２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記空調制御部は、前記在室時間が前記第２の時間より長い第３の時間を上回ったとき
は、前記風量を低下する請求項２又は３に記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記人検知部で検知した人を識別する人識別部を備え
　前記在室時間判定部及び前記第１の時間判定部は識別した人ごとに前記在室時間を判断
し、
　前記空調制御部は、前記更新後の在室時間が前記第２の時間より長い第３の時間を上回
った人には、前記第３の時間の長さに応じて前記風をあてる時間を短縮する又は空調風を
あてないことを特徴とする請求項２に記載の空気調和機。
【請求項６】
　前記空調制御部は、前記更新後の在室時間が前記第３の時間より長い第４の時間を上回
ったときは前記設定温度を変更して空調の強度を低下させることを特徴とする請求項４又
は５に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空調による快適感を評価する手段として、室内温度や湿度などといった温熱に関わる環
境因子から人の温熱感を推測する指標が用いられている。この人の温熱感を推測するには
、人の形や体温を模倣した測定装置により快適感を推定するのが一般的である。
【０００３】
　本技術分野の背景技術として、特開平２００２－２２２３８号公報（特許文献１）があ
る。この公報には、「快適感評価装置は、自動車室内等に設置された人体周囲の温熱環境
要素を検出する温熱環境検出手段１０、温熱環境検出手段１０に接続され温熱環境検出手
段が出力する信号に基づいて人体顔部の皮膚温を推定するための人体熱モデル１１、人体
熱モデル１１で推定された顔部皮膚温及びその変化率に基づいて、暑い、寒い等の全身温
感を推定する温感推定手段１２、及び全身温感と快適感との関係に基づいて、不快、どち
らでもない、快適等の快適さのレベルを定量的に推定する快適感推定手段１３を備えてい
る。」と記載されている（要約参照）。
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【０００４】
　特許文献１の段落００１８には、「なお、人体熱モデルとは、人体を頭部、腕部、胴部
、脚部等の部位に区分して、着衣の量、活動のレベル、発汗、血流などの人間の体温調節
反応の部位別の特性を考慮しつつ、人体と環境との熱収支計算により、温熱環境検出手段
で検出した人体周囲の温熱環境要素に基づいて、温感を推定する生理情報である皮膚温を
人体の各部位毎に算出するための数理モデルである。」と記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２２２３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、その時々の温度から、人が暑さを感じているか否か、又は、寒さを感じている
か否かといった体感温度を推定したとしても、空調を行っている部屋の在室時間の長短に
よって人の暑さ、寒さの感じ方は異なることになり、特許文献１はこの点を考慮していな
い。
　そこで、本発明は、人の在室時間を反映した快適な空調を実現する空気調和機を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明の一形態は、空調風を吹き出す室内機と、人を検知す
る人検知部と、前記人検知部で検知した人が空調対象の部屋に在室した時間を判定する在
室時間判定部と、前記在室時間判定部で判断した在室時間に基づいて、前記空調風の風向
き、風量、又は設定温度のいずれか１つ以上を変更する空調制御部とを有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、人の在室時間を反映した快適な空調を実現する空気調和機を提供する
ことができる。
　上記した以外の課題、構成及び効果は、以下の実施形態の説明により明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本発明の一実施例である空気調和機の室内機、室外機、及びリモコンの
正面図である。
【図２】図２は、本発明の一実施例である空気調和機の室内機の側断面図である。
【図３】図３は、本発明の一実施例である空気調和機の制御部の概要を示すブロック図で
ある。
【図４】図４は、本発明の一実施例である空気調和機のパターン１の快適運転制御モード
について説明するフローチャートである。
【図５】図５は、本発明の一実施例である空気調和機のパターン２の快適運転制御モード
について説明するフローチャートである。
【図６】図６は、本発明の一実施例である空気調和機のパターン３の快適運転制御モード
について説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。
　図１は、本実施例における空気調和機１の室内機１００、室外機２００、及びリモコン
３００の正面図である。
　図１に示すように、空気調和機１は、室内機１００と、室外機２００と、リモコン３０
０とを備えている。
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【００１１】
　室外機２００は、圧縮機、室外熱交換器、室外送風機、四方弁、膨張弁を備えている。
室内機１００は、室内熱交換器、室内送風機を備えている。室内機１００と室外機２００
とは冷媒配管（図示せず）で接続され、周知の冷媒サイクルによって、室内機１００が設
置されている室内の空調を可能とする。また、室内機１００と室外機２００とは、通信ケ
ーブル（図示せず）を介して互いに情報を送受信するようになっている。
【００１２】
　リモコン３００は、ユーザによって操作されて、室内機１００のリモコン送受信部１１
に対して赤外線信号を送信する。この赤外線信号の内容は、空気調和機１に対する運転要
求、設定温度の変更、タイマ、運転モードの変更、停止要求などの指令である。空気調和
機１は、これら赤外線信号の指令に基づいて、冷房モード、暖房モード、除湿モードなど
の空調運転を行う。また、室内機１００は、リモコン送受信部１１からリモコン３００へ
、室温情報、湿度情報、電気代情報などのデータを送信する。
　また、室内機１００の中央部下部には、人検知部１２が設置されている。この人検知部
１２は、カメラ（ＣＣＤ（Charge-Coupled Device））、サーモパイル、赤外線センサ等
により、室内機１００の設置される室内における人体検出を行うセンサである。
【００１３】
　図２は、室内機１００の側断面図である。
　図２に示すように、室内機１００の筐体ベース２１は、室内熱交換器２２、送風ファン
２３、フィルタ２８などの内部構造体を収容している。
【００１４】
　室内熱交換器２２は、複数本の伝熱管２２ａを有している。室内熱交換器２２は、送風
ファン２３により室内機１００内に取り込まれた空気を、伝熱管２２ａを通流する冷媒と
熱交換させて、この空気を加熱又は冷却するように構成されている。なお、伝熱管２２ａ
は、前記した冷媒配管に連通し、周知の冷媒サイクルの一部を構成している。
【００１５】
　左右風向板２４は、室内機１００の後述の制御部３０（図３）からの指示に従い、下部
に設けた回動軸（図示せず）を支点にして左右風向板用モータ５３（図３）により回動さ
れる。
　上下風向板２５は、室内機１００の後述の制御部３０（図３）からの指示に従い、両端
部に設けた回動軸（図示せず）を支点にして上下風向板用モータ５４（図３）により回動
される。
　上下風向板２５は室内機１００の正面から見て左右方向に分割して構成してもよい。
　前面パネル２６は、室内機１００の前面を覆うように設置されており、下端を軸として
前面パネル用モータ（図示せず）により回動可能な構成となっている。また、前面パネル
２６は、この構成に限られず、下端に固定されるように構成してもよい。
【００１６】
　送風ファン２３が回転することによって、空気吸込み口２７及びフィルタ２８を介して
室内空気を取り込み、室内熱交換器２２で熱交換された空気が、吹出し風路２９ａに導か
れる。吹出し風路２９ａに導かれた空気は、左右風向板２４及び上下風向板２５によって
風向きを調整され、空気吹出し口２９ｂから外部に送り出される。空気吹出し口２９ｂか
ら外部に送り出された空気は、室内機１００が設置された室内を空調する。
　本実施例の空気調和機１の構成は、あくまで一例であり、本発明は、あらゆる空気調和
機の形態についても適用可能である。
【００１７】
　図３は、空気調和機１の制御部３０の概要を示すブロック図である。
　空気調和機１の制御部３０は、人識別部３１と、在室時間判定部３２と、記憶部３４と
、空調制御部３６とを備えている。制御部３０は、空気調和機１を制御する装置である。
　制御部３０には、人検知部１２及び室温センサ３５などが接続されている。人検知部１
１０は、被空調室内の在室者を撮像して人識別部３１に送信する。室温センサ３５は、被
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空調室内の室温を測定する。
【００１８】
　記憶部３４は、各種情報を記憶する。
　空調制御部３６は、空気調和機１の負荷５０を制御する。負荷５０としては、圧縮機（
図示せず）を駆動する圧縮機モータ５１、送風ファン２３を駆動する送風ファンモータ５
２、左右風向板２４を駆動する左右風向き板用モータ５３、上下風向板２５を駆動する上
下風向板用モータ５４などがある。
【００１９】
　人識別部３１は、人検知部１２で検知した人の画像から人を識別する。人識別部３１は
、ＣＣＤなどで構成される人検知部１２で得られる画像情報に基づいて所定時間ごとに、
在室者の頭部を含む人体を検出し、この人体に関する情報（以下「人体情報」という。）
を記憶部３４に格納する。尚、「頭部を含む人体を検出する」とは、頭部（頭領域）、肩
部（肩領域）、及び足部（足領域）を含む全身を検出する場合を含む。人識別部３１は、
頭の横幅・縦幅、肩幅、頭の中心位置、頭と肩の位置、身長、着衣量、皮膚表面温度、皮
膚の色、色温度等を検出した人体の特徴量を取得し、記憶部３４に記憶する。
【００２０】
　また、人識別部３１により室内において個々の人体情報の人が存在している位置もわか
る。この位置情報も人体情報と関連付けて記憶部３４に記憶される。
　在室時間判定部３２は、人識別部３１により特定される個々の人物が在室していた時間
を判断する。具体的には、人識別部３１により特定される個々の人物が連続的に在室して
いたのを確認できる（撮影した）時間をカウントする（より詳細には後述）。この各人の
在室時間は人体情報と関連付けて記憶部３４に記憶される。
　活動量判定部３３は、人識別部３１が識別した各人の活動量をそれぞれ判定する。具体
的には、人識別部３１によりある一定時間内に室内での移動距離が長い人物ほど活動量が
多いと判断することができる。この活動量の情報も人体情報と関連付けて記憶部３４に記
憶される。
【００２１】
　ところで、同じ空調設定でも長時間空調のきいた部屋にいる人物は、寒すぎたり、暑す
ぎたり、空調がききすぎと感じる。すなわち、空調のきいた部屋に在室している時間を判
断して、空調を調節しなければならない。以下では、前記のハードウェア構成を用いて在
室時間に応じた空調の調整を行う例について３パターン説明する。この３パターンを快適
運転制御モードという。
【００２２】
　＜パターン１＞
　図４は、パターン１の快適運転制御モードについて説明するフローチャートである。リ
モコン３００からの快適運転制御モード設定の操作により、快適運転制御モードのパター
ン１の運転を開始する。
【００２３】
　ステップＳ１０において、空調制御部３６は、空調運転を所定期間に亘って実施する。
ここで空調制御部３６は、通常の運転モードと変わりはなく、室内機１００（図２参照）
の空気吹出し口２９ｂの上下風向板２５を冷房運転時は略水平にし、冷風が直接人に当た
らないようにする。暖房運転時は空気吹出し口２９ｂの上下風向板２５を下向きにし、温
風が床面に届くようにする。ただし、ユーザの好みによりリモコン３００で上下風向板１
０５の向きを変更している場合はこの限りではない。
【００２４】
　ステップＳ１１において、空調制御部３６は、設定温度に到達していないならば（Ｓ１
１のＮｏ）、ステップＳ１０の処理に戻り、通常の空調運転を継続する。この判断は、例
えば数分から数十分に１回繰り返し実行される。空調制御部１３６は、時間経過に伴い室
温が設定温度に到達すると（Ｓ１１のＹｅｓ）、ステップＳ１２の処理に進む。
　ステップＳ１２において、人検知部１２は被空調室内の在室者を検知する。在室者を検
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知したならば（Ｓ１２のＹｅｓ）、ステップＳ１３の処理に進み、検知できなかったなら
ば（Ｓ１２のＮｏ）、再びステップＳ１２で在室者を検知する。
　ステップＳ１３において、人識別部３１は、検知した在室者が過去に検知したことがあ
る人物か否かを判定する。過去に検知したことがある人物であれば（Ｓ１３のＹｅｓ）、
ステップＳ１４の処理に進み、過去に検知した人物でなければ（Ｓ１３のＮｏ）、ステッ
プＳ１６の処理に進む。
【００２５】
　ステップＳ１４において、在室時間判定部３２は、検知した在室者を前回検知した時刻
と今回検知した時刻（第１の時間）の差が所定値Ｔ１（第２の時間）よりも短いか否かを
判定する。所定値Ｔ１よりも短いならば（Ｓ１４のＹｅｓ）、ステップＳ１５の処理に進
み、所定値Ｔ１よりも長いならば（Ｓ１４のＮｏ）、ステップＳ１６の処理に進む。ここ
で、時刻の差の所定値Ｔ１の閾値は、例えば１０分とするが、運転モードや設定温度によ
って変更してもよい。このステップＳ１４の処理は、この人が継続して在室しているとみ
なせるか否かを判定している。ステップＳ１４により第１の時間判定部を構成している。
【００２６】
　ステップＳ１５において、在室時間判定部３２は、不在にしていた時間も含めて在室時
間を延長するように在室者の在室時間を更新する。このステップＳ１５の処理は、この人
が継続して在室している、又は一時的に退室して戻ってきた、又は一時的に検知できなか
ったが再度検知できた、と判断し、在室時間を延長している。すなわち、短時間室内を不
在にしても、この人は在室していて空調の影響を受けていたと判断している。
　ステップＳ１６において、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間をリセッ
トし、ゼロにする。このステップＳ１６の処理は、この人が長時間退室していたと判断し
、空調の影響をもはや受けていないとして、在室時間を延長せず、ゼロにリセットしてい
る。
　ステップＳ１７において、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間が所定値
Ｔ２（第３の時間）（＞Ｔ１）以上か否かを判定する。所定値Ｔ２以上の在室時間であれ
ば（Ｓ１７のＹｅｓ）、ステップＳ１８の処理に進み、所定値Ｔ２より短い在室時間であ
れば（Ｓ１７のＮｏ）、ステップＳ２１の処理に進む。
【００２７】
　所定値Ｔ２以上の在室時間であれば（Ｓ１７のＹｅｓ）、同じ設定の空調の条件下にあ
る程度長時間所在していたため、少し、在室者は冷え過ぎ、あるいは温まり過ぎの状態と
なっている。そこで、ステップＳ１８において、空調制御部３６は、送風ファン２３の回
転数を落とし、風量を低下させ、冷やし過ぎ、又は暖め過ぎを防止する制御を行う。
　次に、ステップＳ１９において、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間が
所定値Ｔ３（第４の時間）（＞Ｔ２）以上か否かを判定する。所定値Ｔ３以上の在室時間
であれば（Ｓ１９のＹｅｓ）、ステップＳ２０の処理に進み、所定値Ｔ３より短い在室時
間であれば（Ｓ１９のＮｏ）、ステップＳ２１の処理に進む。
【００２８】
　ステップＳ２０において、空調制御部３６は、冷房運転時は設定温度を高くして、冷や
し過ぎを防止する制御を行い、暖房運転時は設定温度を低くして、暖め過ぎを防止する制
御を行う。この設定温度の変更幅は、例えば１～２度とする。すなわち、在室者は同じ設
定の空調の条件下に前記所定値Ｔ２より長く所在していたため、過度に、冷え過ぎ、ある
いは温まり過ぎの状態となっている。そこで、このような設定温度の調整を行う。
　ステップＳ２１において、空調制御部３６は、空調運転の停止操作が行われたか否かを
判断し、空調運転の停止操作が行われていないならば（Ｓ２１のＮｏ）、ステップＳ１２
の在室者検知の処理に戻る。空調制御部３６は、空調運転の停止操作が行われたときには
（Ｓ２１のＹｅｓ）、この空調運転を停止する。
【００２９】
　このパターン１の快適運転制御モードにより、冷房時は、在室時間が長くなることで人
が寒く感じる前に、空気調和機１本体が風量及び設定温度を調節し、冷え過ぎを防ぐため
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、常に快適な空調を実現できる。暖房時には、在室時間が長くなることで人が暑く感じる
前に、空気調和機１本体が風向及び設定温度を調節して暖め過ぎを防ぐため、常に快適な
空調を実現できる。
【００３０】
　＜パターン２＞
　パターン１では在室者の人数については限定していないが、パターン２では、在室者が
複数人いる場合の快適運転制御モードについて説明する。
　在室者が複数いる場合は、体感上の個人差があるため、パターン１に示した制御のよう
に風量を低下させたり、設定温度を冷房運転時に上昇、あるいは暖房運転時に降下さたり
すると、一方の人には快適であっても、他方の人には不快となる場合がある。パターン２
では、在室者が複数存在する場合でも各人が快適に感じるようにする手段について説明す
る。
【００３１】
　図５は、パターン２の快適運転制御モードについて説明するフローチャートである。リ
モコン３００からの快適運転制御モード設定の操作により、快適運転制御モードのパター
ン２の運転を開始する。
　ステップＳ１０、Ｓ１１の処理は、図４のステップＳ１０、Ｓ１１の処理と同様である
。よって、時間経過に伴い室温が設定温度に到達すると、ステップＳ１２に進む。
　ステップＳ１２の処理は、図４のステップＳ１２の処理と同様である。この処理におい
て人検知部１２は被空調室内の在室者を検知する。在室者を検知したならば（Ｓ１２のＹ
ｅｓ）、ステップＳ１３の処理に進み、検知できなかったならば（Ｓ１２のＮｏ）、再び
ステップＳ１２で在室者を検知する。
【００３２】
　ステップＳ１３の処理は、図４のステップＳ１３の処理と同様である。この処理におい
て人識別部３１は、検知した在室者が過去に検知したことがある人物か否かを判定する。
過去に検知したことがある人物であれば（Ｓ１３のＹｅｓ）、ステップＳ１４の処理に進
み、過去に検知した人物でなければ（Ｓ１３のＮｏ）、ステップＳ１６の処理に進む。
【００３３】
　ステップＳ１４の処理は、図４のステップＳ１４の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、検知した在室者の前回検知した時刻（第１の時間）と今回検
知した時刻の差が所定値Ｔ１（第２の時間）よりも短いか否かを判定する。所定値Ｔ１よ
りも短いならば（Ｓ１４のＹｅｓ）、ステップＳ１５の処理に進み、所定値Ｔ１よりも長
いならば（Ｓ１４のＮｏ）、ステップＳ１６の処理に進む。ステップＳ１４により第１の
時間判定部を構成している。
【００３４】
　ステップＳ１５の処理は、図４のステップＳ１５の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、検知した在室者の前回検知した時刻と今回検知した時刻の差
を加算するように、当該在室者の在室時間を更新する。このステップＳ１５の処理は、こ
の人が継続して在室している、又は一時的に退室して戻ってきた、又は一時的に検知でき
なかったが再度検知できた、と判断し、在室時間を延長している。すなわち、短時間室内
を不在にしても、この人は在室していて空調の影響を受けていたと判断している。
【００３５】
　ステップＳ１６の処理は、図４のステップＳ１６の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間をリセットし、ゼロにする。この
ステップＳ１６の処理は、この人が長時間退室していたと判断し、空調の影響をもはや受
けていないとして、在室時間を延長せず、ゼロにリセットしている。
【００３６】
　ステップＳ１７１において、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間が所定
値Ｔ２１（第３の時間）（＞Ｔ１）以上か否かを判定する。所定値Ｔ２１以上の在室時間
であれば（Ｓ１７１のＹｅｓ）、ステップＳ１７２の処理に進み、所定値Ｔ２１より短い
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在室時間であれば（Ｓ１７１のＮｏ）、ステップＳ２１の処理に進む。
　ステップＳ１７２において、空調制御部３６は、所定値（Ｔ２１）以上の在室時間とな
った在室者の方向に（人検知部１２、人識別部３１で判断）左右風向板２４および／又は
上下風向板２５を向けている時間を通常よりも短くし、当該在室者の冷え過ぎ、又は暖ま
り過ぎを防止する制御を行う。
【００３７】
　ステップＳ１７３において、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間が所定
値Ｔ２２（これも第３の時間）（＞Ｔ２１）以上か否かを判定する。所定値Ｔ２２以上の
在室時間であれば（Ｓ１７３のＹｅｓ）、ステップＳ１７４の処理に進み、所定値Ｔ２２
より短い在室時間であれば（Ｓ１７３のＮｏ）、ステップＳ２１の処理に進む。
【００３８】
　ステップＳ１７４において、空調制御部３６は、所定値Ｔ２２以上の在室時間となった
在室者の方向に（人検知部１２、人識別部３１で判断）風が向かないように左右風向板２
４及び／又は上下風向板２５を制御し、冷え過ぎ、又は暖まり過ぎを防止する制御を行う
。すなわち、所定値Ｔ２１より時間が経過して、在室者の冷え過ぎ、又は暖まり過ぎが一
層進行していると考えられるので、左右風向板２４及び／又は上下風向板２５を向けてい
る時間の短縮（ステップＳ１７２）よりもさらに強力に在室者の冷え過ぎ、又は暖まり過
ぎを防止する。
【００３９】
　ステップＳ１７５において、空調制御部３６は、他の人が在室しているか否かを判断し
、在室しているならば（Ｓ１７５のＹｅｓ）、ステップＳ１３の処理に戻り、当該他の人
の在室時間を判定する。これらステップＳ１３からステップＳ１７５までの処理により、
ステップＳ１７１の判断条件に該当した全員の風あて時間短縮（ステップＳ１７２）、お
よびステップＳ１７３の判断条件に該当した全員の風よけ（ステップＳ１７４）制御を実
施する。
【００４０】
　ステップＳ１９１において、在室時間判定部３２は、検知した全ての在室者の在室時間
が所定値Ｔ３１（第４の時間）（＞Ｔ２２）以上か否かを判定する。全員が所定値Ｔ３１
以上の在室時間であれば（Ｓ１９１のＹｅｓ）、全員が冷房時は冷え過ぎ、暖房時は暖ま
り過ぎを感じると判断し、ステップＳ２０の処理に進み、一人でも所定値Ｔ３１より短い
在室時間の者がいれば（Ｎｏ）、ステップＳ２１の処理に進む。なお在室者全員でなくて
も、在室者のうち所定割合の人（例えば過半数）が冷え過ぎ、暖まり過ぎを感じると判断
したならば、ステップＳ２０の処理に進むようにしてもよい。
　ステップＳ２０の処理は、図４のステップＳ２０の処理と同様である。この処理におい
て、空調制御部３６は、冷房運転時は設定温度を高くして、冷やし過ぎを防止する制御を
行い、暖房運転時は設定温度を低くして、暖め過ぎを防止する制御を行う。この設定温度
の変更幅は、例えば１～２度とする。
【００４１】
　ステップＳ２１の処理は、図４のステップＳ２１の処理と同様である。この処理におい
て、空調制御部３６は、空調運転の停止操作が行われたか否かを判断し、空調運転の停止
操作が行われていないならば（Ｓ２１のＮｏ）、ステップＳ１２の在室者検知の処理に戻
る。空調制御部３６は、空調運転の停止操作が行われたときには（Ｓ２１のＹｅｓ）、こ
の空調運転を停止する。
【００４２】
　この快適運転制御モードにより、すべての在室者に対して、冷房時は、在室時間が長く
なることで寒く感じる前に、空気調和機１本体が風量及び設定温度を調節し、冷え過ぎを
防ぐため、常に快適な空調を実現できる。暖房時には、すべての在室者に対して、在室時
間が長くなることで暑く感じる前に、空気調和機１本体が風向及び設定温度を調節して暖
め過ぎを防ぐため、常に快適な空調を実現できる。
【００４３】
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　＜パターン３＞
　同じ在室時間であっても、人の活動量が異なると冷やし過ぎ、暖め過ぎと感じる温度は
異なるため、在室者の活動量が変化する場合には、活動量に応じて在室時間の更新を調節
し、快適になるような空調制御を行なうべきである。パターン３では在室者の活動量の変
化を考慮して快適な空調を実現する手段について説明する。
【００４４】
　図６は、パターン３の快適運転制御モードについて説明するフローチャートである。リ
モコン３００からの快適運転制御モード設定の操作により、快適運転制御モードのパター
ン３の運転を開始する。
　ステップＳ１０、Ｓ１１の処理は、図４のステップＳ１０、Ｓ１１の処理と同様である
。時間経過に伴い室温が設定温度に到達すると、ステップＳ１２に進む。
　ステップＳ１２の処理は、図４のステップＳ１２の処理と同様である。この処理におい
て人検知部１２は被空調室内の在室者を検知する。在室者を検知したならば（Ｓ１２のＹ
ｅｓ）、ステップＳ１３の処理に進み、検知できなかったならば（Ｓ１２のＮｏ）、再び
ステップＳ１２で在室者を検知する。
【００４５】
　ステップＳ１３の処理は、図４のステップＳ１３の処理と同様である。この処理におい
て人識別部３１は、検知した在室者が過去に検知したことがある人物か否かを判定する。
過去に検知したことがある人物であれば（Ｓ１３のＹｅｓ）、ステップＳ１４の処理に進
み、過去に検知した人物でなければ（Ｓ１３のＮｏ）、ステップＳ１６の処理に進む。
【００４６】
　ステップＳ１４の処理は、図４のステップＳ１４の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、検知した在室者の前回検知した時刻（第１の時間）と今回検
知した時刻の差が所定値Ｔ１（第２の時間）よりも短いか否かを判定する。所定値Ｔ１よ
りも短いならば（Ｓ１４のＹｅｓ）、ステップＳ１５の処理に進み、所定値Ｔ１よりも長
いならば（Ｓ１４のＮｏ）、ステップＳ１６の処理に進む。ステップＳ１４により第１の
時間判定部を構成している。
【００４７】
　ステップＳ１４１において、活動量判定部３３は在室者の活動量を判定する。冷房運転
時に活動量が所定値α以下であれば（Ｓ１４１のＹｅｓ）、ステップＳ１５の処理に進み
、所定値αより大きければ（Ｓ１４１のＮｏ）、ステップＳ１７に進む。また、暖房運転
時に活動量が所定値βより大きければ（Ｓ１４１のＹｅｓ）、ステップＳ１５の処理に進
み、所定値β以下であれば（Ｓ１４１のＮｏ）、ステップＳ１７に進む。
【００４８】
　ステップＳ１５の処理は、図４のステップＳ１５の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、不在にしていた時間も含めて在室時間を延長するように在室
者の在室時間を更新する。このステップＳ１５の処理は、この人が継続して在室している
、又は一時的に退室して戻ってきた、又は一時的に検知できなかったが再度検知できた、
と判断し、在室時間を延長している。すなわち、短時間室内を不在にしても、この人は在
室していて空調の影響を受けていたと判断している。
【００４９】
　一方、ステップＳ１４１において、冷房運転時に活動量が所定値αを超えるか、暖房運
転時に活動量が所定値β以下のときは、ステップＳ１５のような更新は行わずステップＳ
１７に進む。よって、この場合は、在室者の在室時間は不変である。この場合は、活動状
態により冷房運転時には暑く、暖房運転時には寒く感じる場合であり、冷やし過ぎ、暖め
過ぎとは逆の状態である。
【００５０】
　ステップＳ１６の処理は、図４のステップＳ１６の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間をリセットし、ゼロにする。この
ステップＳ１６の処理は、この人が長時間退室していたと判断し、空調の影響をもはや受
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けていないとして、在室時間を延長せず、ゼロにリセットしている。
【００５１】
　ステップＳ１７の処理は、図４のステップＳ１７の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間が所定値Ｔ２（第３の時間）（＞
Ｔ１）以上か否かを判定する。所定値Ｔ２以上の在室時間であれば（Ｓ１７のＹｅｓ）、
ステップＳ１８の処理に進み、所定値Ｔ２より短い在室時間であれば（Ｓ１７のＮｏ）、
ステップＳ２１の処理に進む。
【００５２】
　ステップＳ１８の処理は、図４のステップＳ１８の処理と同様である。この処理におい
て、所定値Ｔ２以上の在室時間であれば（Ｓ１７のＹｅｓ）、同じ設定の空調の条件下に
ある程度長時間所在していたため、少し、在室者は冷え過ぎ、あるいは温まり過ぎの状態
となっている。そこで、ステップＳ１８において、空調制御部３６は、送風ファン２３の
回転数を落とし、風量を低下させ、冷やし過ぎ、又は暖め過ぎを防止する制御を行う。
【００５３】
　ステップＳ１９の処理は、図４のステップＳ１９の処理と同様である。この処理におい
て、在室時間判定部３２は、検知した在室者の在室時間が所定値Ｔ３（第４の時間）（＞
Ｔ２）以上か否かを判定する。所定値Ｔ３以上の在室時間であれば（Ｓ１９のＹｅｓ）、
ステップＳ２０の処理に進み、所定値Ｔ３より短い在室時間であれば（Ｓ１９のＮｏ）、
ステップＳ２１の処理に進む。
【００５４】
　ステップＳ２０の処理は、図４のステップＳ２０の処理と同様である。この処理におい
て、空調制御部３６は、冷房運転時は設定温度を高くして、冷やし過ぎを防止する制御を
行い、暖房運転時は設定温度を低くして、暖め過ぎを防止する制御を行う。この設定温度
の変更幅は、例えば１～２度とする。すなわち、在室者は同じ設定の空調の条件下に前記
所定値Ｔ２より長く所在していたため、過度に、冷え過ぎ、あるいは温まり過ぎの状態と
なっている。そこで、このような設定温度の調整を行う。
【００５５】
　ステップＳ２１の処理は、図４のステップＳ２１の処理と同様である。この処理におい
て、空調制御部３６は、空調運転の停止操作が行われたか否かを判断し、空調運転の停止
操作が行われていないならば（Ｓ２１のＮｏ）、ステップＳ１２の在室者検知の処理に戻
る。空調制御部３６は、空調運転の停止操作が行われたときには（Ｓ２１のＹｅｓ）、こ
の空調運転を停止する。
【００５６】
　このような快適運転制御モードにより、在室者の活動量が体の冷やし過ぎ、暖め過ぎを
緩和する状態であっても次のような制御が可能となる。すなわち、冷房時は、在室者の活
動量が高いときには、在室時間を実際の在室時間よりも短くすることで、空気調和機１の
風量の低下や設定温度の変更を遅らせ、快適な空調を実現することができる。また、暖房
時も、在室者の活動量が低いときには、在室時間を実際の在室時間よりも短くすることで
、空気調和機１の風量の低下や設定温度の変更を遅らせ、快適な空調を実現することがで
きる。
【００５７】
　上記したパターン３では、在室者の人数は限定していなかったが、複数人の在室者につ
いてそれぞれステップＳ１２～ステップＳ１８の処理を繰り返してもよい。また、在室者
の全員ではなく、在室者のうち所定割合（例えば過半数）について在室時間の条件が成立
したときに（ステップＳ１９）、設定温度を調節してもよい。
　上記したパターン３では、在室者の活動量が冷やし過ぎ、暖め過ぎに寄与しない場合に
は、在室時間を更新しなかったが（ステップＳ１４１のＮｏ）、その状態が所定時間（例
えば５分）継続したときには、継続して在室していた場合と明らかに状態が異なるため、
在室時間をゼロにリセット（ステップＳ１６）してもよいし、在室時間を減算してもよい
。
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【００５８】
　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる。
例えば、上記した実施例は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したものであ
り、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。また、ある実
施例の構成の一部を他の実施例の構成に置き換えることが可能であり、また、ある実施例
の構成に他の実施例の構成を加えることも可能である。また、各実施例の構成の一部につ
いて、他の構成の追加・削除・置換をすることも可能である。
【００５９】
　また、上記の各構成、機能、処理部、処理手段等は、それらの一部又は全部を、例えば
集積回路で設計する等によりハードウェアで実現してもよい。また、上記の各構成、機能
等は、プロセッサがそれぞれ機能を実現するプログラムを解釈し、実行することによりソ
フトウェアで実現してもよい。各機能を実現するプログラム、テーブル、ファイル等の情
報は、メモリや、ハードディスク、ＳＳＤ（Solid State Drive）等の記録装置、又はＩ
Ｃカード、ＳＤカード、ＤＶＤ等の記録媒体に置くことができる。
　また、制御線や情報線は説明上必要と考えられるものを示しており、製品上必ずしも全
ての制御線や情報線を示しているとは限らない。実際には殆ど全ての構成が相互に接続さ
れていると考えてよい。
【符号の説明】
【００６０】
　１　　　空気調和機
　１２　　人検知部
　３１　　人識別部
　３２　　在室時間判定部
　３３　　活動量判定部
　１００　室内機
　Ｓ１４　第１の時間判定部
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